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障害保健福祉部企画課 

令和３年５月２１日 

 

肝臓機能障害に係る障害認定状況に関する調査結果 

 

 

１．調査の目的 

  平成２２年度より施行された身体障害者手帳制度における肝臓機能障

害の障害認定については、平成２７年度に認定基準の検証を行い、平成

２８年４月より改正後の認定基準による障害認定が施行されている。 

本調査は、改正後の認定基準による肝臓機能障害の障害認定状況につ

いて把握することを目的として実施した。 

 

２．調査対象期間・調査内容等 

(期間)平成３１年４月１日から令和２年３月３１日まで 

(対象)身体障害者手帳の交付事務を行う全ての都道府県、指定都市及び中核      

  市 

(調査内容) 

① 肝臓機能障害の身体障害者手帳の交付件数等（交付件数、却下件数） 

② 肝臓機能障害の認定状況（等級、肝臓移植の有無、手帳所持の有無） 

③ 却下となった理由 
 

３．結果概要 

（１）肝臓機能障害の身体障害者手帳交付の状況 

令和元年度の交付件数は２,３８２件であった。その内、新規交付は１,

８９３件（７９．５％）、再認定による交付は４８９件（２０．５％）と

なっている。却下件数は１２４件となっている。 

 

① 新規交付の状況 

令和元年度の新規交付件数、１,８９３件のうち、１級は６５３件、２

級は６１０件、３級は２９０件、４級は３４０件となっている。 
（参考） 

○「福祉行政報告例」（厚生労働省）によると、平成 30 年度の新規交付件数の総数は 1,808

件、令和元年度の新規交付件数の総数は 1,810 件となっている。 
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② 再認定の交付の状況 

 身体障害者手帳３級所持者１２６件のうち、再認定により、１級に変

更したものが４０件、２級に変更したものが３３件となっている。 

また、身体障害者手帳４級所持者１２３件のうち、再認定により１級

に変更したものが１４件、２級に変更したものが３７件となっている。 
    

 再認定後の等級 

既に所

持して

いる手

帳の等

級 

 
１級 

 

２級 ３級 ４級 計 うち、 

肝臓移植 

１級 75 37 8 2 0 85 

２級 51 26 77 18 9 155 

３級 40 5 33 45 8 126 

４級 14 10 37 20 52 123 

計 180 78 155 85 69 489 

注：肝臓機能障害の等級について集計している。 

 

③ Child-Pugh 分類別の認定状況 

 身体障害者手帳交付件数２,３８２件のうち、Child-Pugh 分類 Bに該

当するものは１,１８０件となっており、全体の４９．５％を占めてい

る。 
 

 総数 １級 ２級 ３級 ４級 

Child-Pugh

分類 B 
1,180 152 369 346 313 

Child-Pugh

分類 C 
827 307 395 29 96 

肝臓移植 373 373 ― ― ― 

計 2,380 832 764 375 409 

注 1：90 日以上の間隔をおいた検査において、Child-Pugh 分類の合計点数が 10 点以上が連続

して２回以上続くものを Child-Pugh 分類 C に計上し、Child-Pugh 分類の合計点数が７点

以上９点以下が連続して２回以上又はどちらか１回のものを Child-Pugh 分類 Bに計上して

いる。 

注 2：死亡により診断書がないものがあり、計は交付件数と一致しない。 

注 3:Child-Pugh 分類 

 
※ 国際的な肝臓機能障害の重症度分類である Child-Pugh 分類の合計点数が７点以上の

状態が、９０日以上の間隔をおいた検査において連続して２回以上続くことが、肝臓機

能障害に係る身体障害認定基準となっている。 
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（２）却下となった理由 

   申請却下となった１２４件について、その主な理由は、下記のとおり

である。 
 

Child-Pugh 分類の点数が７点に満たないため 51 件 

検査日から１８０日以内にアルコールを摂取しているた

め 
54 件 

１回目検査と２回目検査の間が９０日以上（１８０日以

内）空いていないため 
8 件 

補完的な肝機能診断、症状に影響する病歴、日常生活活

動の制限について該当する項目がないため 
7 件 

その他 19 件 
注：重複回答含む。 


